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三
井
関
係
文
献
目
録
　
二
〇
二
五

※
今
号
で
は
本
誌
掲
載
論
文
を
除
き
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
～
二
〇
二

五
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
文
献
を
掲
載
し
ま
し
た
。
二
〇
二
五
年
一

〇
月
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
文
献
は
次
号
掲
載
予
定
で
す
。

〈
社
史
な
ど
〉

青
山
学
院
一
五
〇
年
史
編
纂
本
部
・
編
纂
委
員
会
・
青
山
学
院
大
学
附

置
青
山
学
院
史
研
究
所
編
『
写
真
に
見
る
青
山
学
院
一
五
〇
年
』
青

山
学
院
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

葉
山
町
編
『
葉
山
：
町
制
施
行
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
：
一
〇
〇
年
後
も
、

自
然
と
人
を
想
う
町
、
葉
山
』
葉
山
町
　
二
〇
二
五
年
一
月

老
川
慶
喜
・
小
野
田
滋
編
『
鉄
道
百
五
十
年
史 
第
一
巻
：
創
業
か
ら

国
有
鉄
道
の
誕
生
ま
で
』
交
通
協
力
会
　
二
〇
二
五
年
二
月

沢
井
実
・
大
内
雅
博
編
『
鉄
道
百
五
十
年
史 

第
二
巻
：「
帝
国
の
鉄

道
」
の
形
成
・
発
展
・
崩
壊
』
交
通
協
力
会
　
二
〇
二
五
年
二
月

渡
邉
恵
一
・
持
永
芳
文
編
『
鉄
道
百
五
十
年
史 

第
三
巻
：
復
興
期
か

ら
高
度
経
済
成
長
期
の
鉄
道
』
交
通
協
力
会
　
二
〇
二
五
年
二
月

二
階
堂
行
宣
・
中
村
英
夫
編
『
鉄
道
百
五
十
年
史 

第
四
巻
：
交
通
市

場
の
変
容
と
国
鉄
の
経
営
危
機
』
交
通
協
力
会
　
二
〇
二
五
年
二
月

中
村
尚
史
・
松
本
陽
編
『
鉄
道
百
五
十
年
史 

第
五
巻
：
Ｊ
Ｒ
と
民
鉄

の
時
代
』
交
通
協
力
会
　
二
〇
二
五
年
二
月

原
朗
編
『
鉄
道
百
五
十
年
史 

資
料
編
』
交
通
協
力
会
　
二
〇
二
五
年

二
月

啓
明
学
園
同
窓
会
編
『
啓
明
学
園
北
泉
寮
』
啓
明
学
園
同
窓
会
　
二
〇

二
五
年
四
月

三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
業
務
部
一
〇
〇
年
史
編
纂
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
『
託
さ
れ
た
未
来
を
ひ
ら
く
：
三
井
住
友
ト

ラ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
一
〇
〇
年
小
史
』
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
グ
ル
ー
プ   

二
〇
二
五
年
七
月

出
版
文
化
社
編
集
・
制
作
『
三
機
工
業
百
年
史
』
三
機
工
業
　
二
〇
二

五
年
七
月

〈
単
行
本
〉

瀧
口
剛
『「
自
由
通
商
運
動
」
と
そ
の
時
代
：
昭
和
戦
前
期
大
阪
財
界

の
政
治
経
済
史
』
大
阪
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

末
岡
照
啓
『
徳
川
幕
臣
団
と
江
戸
の
金
融
史
：
札
差
・
両
替
商
の
研

究
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
二
四
年
一
二
月

武
居
奈
緒
子
『
三
井
財
閥
に
よ
る
工
業
支
配
：
日
本
優
越
史
観
か
ら
み

た
商
人
の
競
争
力
』
五
絃
舎
　
二
〇
二
四
年
一
二
月

牧
知
宏
『
近
世
京
都
に
お
け
る
都
市
秩
序
の
系
譜
』
思
文
閣
出
版
　
二

〇
二
五
年
二
月

吉
野
亜
湖
・
井
戸
幸
一
『
近
代
万
博
と
茶
：
世
界
が
驚
い
た
日
本
の

「
喫
茶
外
交
」
史
』
淡
交
社
　
二
〇
二
五
年
二
月
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今
井
就
稔
『
日
中
戦
争
期
上
海
資
本
家
の
研
究
』
汲
古
書
院
　
二
〇
二

五
年
二
月

巻
島
隆
『
飛
脚
は
何
を
運
ん
だ
の
か
：
江
戸
街
道
輸
送
網
』
筑
摩
書
房   

二
〇
二
五
年
二
月

東
野
将
伸
『
日
本
近
世
の
金
融
と
地
域
社
会
』
塙
書
房
　
二
〇
二
五
年

三
月

三
科
仁
伸
『
戦
前
期
日
本
の
学
閥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：
慶
應
義
塾
と
企
業

家
』
日
本
経
済
評
論
社
　
二
〇
二
五
年
三
月

松
村
敏
『
毛
利
公
爵
家
の
資
産
と
家
政
：
倒
幕
・
新
政
府
樹
立
の
旗
手

の
近
代
』
日
本
経
済
評
論
社
　
二
〇
二
五
年
三
月

北
康
利
『
渋
沢
栄
一
伝
：
す
ぐ
れ
た
も
の
の
魂
を
真
似
よ
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
　
二
〇
二
五
年
三
月

中
西
聡
『
山
の
富
豪
の
資
本
主
義
：「
資
源
国
」
日
本
の
近
代
』
名
古

屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
五
年
五
月

西
脇
康
『
近
世
大
判
座
・
金
座
と
金
貨
の
研
究
：
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統

一
か
ら
戊
辰
戦
争
期
の
金
座
接
収
ま
で
』StudioK

5

書
籍
部
（
頒

布
）　
二
〇
二
五
年
六
月

猪
飼
隆
明
『
三
池
炭
鉱
の
社
会
史
：
石
炭
と
人
の
近
代
』
岩
波
書
店
　

二
〇
二
五
年
六
月

〈
論
文
　
近
世
〉

萬
代
悠
「
近
世
大
坂
に
お
け
る
債
権
担
保
の
流
通
」
社
会
経
済
史
学
会

『
社
会
経
済
史
学
』
第
九
〇
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

高
槻
泰
郎
「
近
世
大
坂
に
お
け
る
米
切
手
担
保
金
融
市
場
」
社
会
経
済

史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
九
〇
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
一

月
鎮
目
雅
人
「〈
コ
メ
ン
ト
〉
近
世
日
本
金
融
市
場
に
お
け
る
流
動
性
の

供
給
」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
九
〇
巻
第
三
号
　

二
〇
二
四
年
一
一
月

高
木
久
史
「〈
書
評
〉
高
島
正
憲
著
『
賃
金
の
日
本
史
：
仕
事
と
暮
ら

し
の
一
五
〇
〇
年
』」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
九

〇
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

小
林
丈
広
「
幕
末
の
駕
輿
丁
、
猪
熊
座
の
概
要
」
同
志
社
大
学
人
文
科

学
研
究
所
『
社
会
科
学
』
第
五
四
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

内
山
淳
一
「
鯨
の
い
る
涅
槃
図
：
久
遠
寺
本
・
真
如
堂
本
の
成
立
と
展

開
」
日
本
美
術
新
論
刊
行
会
『
日
本
美
術
新
論
』
第
二
号
　
二
〇
二

四
年
一
二
月

畑
尚
子
「
大
奥
の
御
用
商
人
」『
江
戸
・
た
い
と
う
学
講
演
記
録
集
：

江
戸
か
ら
つ
な
ぐ
歴
史
と
文
化
』
東
京
都
台
東
区
　
二
〇
二
四
年
一

二
月

野
高
宏
之
「
貸
蒲
団
と
蒲
団
貸
」
大
阪
市
史
編
纂
所
・
大
阪
市
史
料
調

査
会
『
大
阪
の
歴
史
』
第
九
七
号
　
二
〇
二
五
年
二
月

石
井
寛
治
「〈
書
評
〉
萬
代
悠
著
『
三
井
大
坂
両
替
店
：
銀
行
業
の
先

駆
け
、
そ
の
技
術
と
挑
戦
』」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
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学
』
第
九
一
巻
第
一
号
　
二
〇
二
五
年
五
月

N
aoko T

akesue, K
oji Igata

「T
he D

evelopm
ent of the C

on-

cept of “
Japanese-style m

anagem
ent” : Searching for the 

origins at M
itsui E

chigoya

」
実
践
経
営
学
会
『
実
践
経
営
』
第

六
二
号
　
二
〇
二
五
年
五
月

萬
代
悠
「
近
世
畿
内
の
法
制
度
と
貸
付
利
子
率
」
政
治
経
済
学
・
経
済

史
学
会
『
歴
史
と
経
済
』
第
六
七
巻
第
四
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

寺
内
由
佳
「〈
研
究
余
録
〉
安
永
期
に
お
け
る
大
坂
木
綿
仲
間
」
日
本

歴
史
学
会
編
『
日
本
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
　
第
九
二
六
号
　
二
〇
二

五
年
七
月

安
国
良
一
「
住
友
の
銅
座
掛
屋
拝
命
と
そ
の
背
景
」
住
友
史
料
館
『
住

友
史
料
館
報
』
第
五
六
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

中
川
す
が
ね
「〈
書
評
〉
萬
代
悠
著
『
三
井
大
坂
両
替
店
：
銀
行
業
の

先
駆
け
、
そ
の
技
術
と
挑
戦
』」
大
阪
歴
史
学
会
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

第
三
一
一
号
　
二
〇
二
五
年
八
月

萬
代
悠
「〈
書
評
〉
高
槻
泰
郎
編
著
『
豪
商
の
金
融
史
：
廣
岡
家
文
書

か
ら
解
き
明
か
す
金
融
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』」
社
会
経
済
史
学
会

『
社
会
経
済
史
学
』
第
九
一
巻
第
二
号
　
二
〇
二
五
年
八
月

下
向
井
紀
彦
「
版
木
師
井
上
治
兵
衛
と
三
井
家
」『
三
井
文
庫
論
叢
』

第
五
九
号
　
二
〇
二
五
年
一
二
月

松
浦
智
博
「
三
井
京
両
替
店
に
よ
る
慶
応
元
年
家
康
二
五
〇
回
忌
法
会

国
役
金
御
用
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
五
九
号
　
二
〇
二
五
年
一
二

月〈
論
文
　
近
代
〉

坂
井
田
夕
起
子
「
近
代
日
本
仏
教
徒
の
中
国
進
出
か
ら
、
戦
後
の
日
中

仏
教
交
流
へ
：
研
究
史
と
そ
の
課
題
」
京
都
民
科
歴
史
部
会
『
新
し

い
歴
史
学
の
た
め
に
』
第
三
〇
四
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

安
部
悦
生
「〈
書
評
〉
宮
本
又
郎
・
阿
部
武
司
・
宇
田
川
勝
・
沢
井

実
・
橘
川
武
郎
著
『
日
本
経
営
史
：
江
戸
か
ら
令
和
へ
・
伝
統
と
革

新
の
系
譜
』
第
三
版
」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
九

〇
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

熊
野
直
樹
「〈
書
評
〉
工
藤
章
著
『
ド
イ
ツ
資
本
主
義
と
東
ア
ジ
ア
一

九
一
四
―
一
九
四
五
』」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第

九
〇
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

落
合
功
「
鈴
木
籐
三
郎
と
岡
田
良
一
郎
」
国
際
二
宮
尊
徳
思
想
学
会

『
報
徳
学
』
第
一
八
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

澄
田
恭
一
「
あ
る
「
政
友
会
」
代
議
士
の
軌
跡
・
高
山
長
幸
」
近
代
史

文
庫
『
え
ひ
め
近
代
史
研
究
』
第
七
八
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

曽
我
健
「
祖
父
・
曽
我
正
堂
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
」
近
代
史
文
庫
『
え

ひ
め
近
代
史
研
究
』
第
七
八
号
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

近
藤
順
一
「
関
東
大
震
災
後
の
資
生
堂
の
流
通
組
織
化
：
化
粧
品
と
石

鹸
事
業
へ
の
二
つ
の
制
度
の
導
入
」
経
営
史
学
会
『
経
営
史
学
』
第

五
九
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
二
月
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菊
池
航
「〈
書
評
〉
四
宮
正
親
著
『「
販
売
の
神
様
」
と
い
わ
れ
て
：
評

伝 
神
谷
正
太
郎
』」
経
営
史
学
会
『
経
営
史
学
』
第
五
九
巻
第
三
号   

二
〇
二
四
年
一
二
月

岩
間
剛
城
「〈
書
評
〉
鹿
野
嘉
昭
著
『
日
本
近
代
銀
行
制
度
の
成
立

史
：
両
替
商
か
ら
為
替
会
社
、
国
立
銀
行
設
立
ま
で
』」
経
営
史
学

会
『
経
営
史
学
』
第
五
九
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
一
二
月

須
藤
浩
司
「
日
露
戦
前
期
の
北
海
道
産
鉄
道
用
枕
木
の
清
国
輸
出
に
つ

い
て
：
港
湾
都
市
小
樽
と
清
国
と
の
関
係
」
北
大
史
学
会
『
北
大
史

学
』
第
六
四
号
　
二
〇
二
四
年
一
二
月

久
保
文
克
「
糖
業
連
合
会
に
よ
る
国
策
性
事
業
へ
の
参
画
：
無
水
酒
精

製
造
計
画
の
変
更
を
中
心
に
」
中
央
大
学
商
学
研
究
会
『
商
学
論

纂
』
第
六
六
巻
第
三
・
四
号
　
二
〇
二
四
年
一
二
月

疋
田
康
行
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
時
「
南
方
」
進
出
日
系
企
業
リ
ス
ト

の
再
構
成
（
下
）」
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
『
立
教
経
済
学
研

究
』
第
七
八
巻
第
二
号
　
二
〇
二
四
年
一
二
月

平
野
恭
平
「
明
治
期
の
鐘
淵
紡
績
に
お
け
る
職
工
優
遇
策
の
発
信
と
写

真
の
利
用
：
実
態
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
魅
力
を
訴
え
る
こ
と
へ
」
政

治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
『
歴
史
と
経
済
』
第
六
七
巻
第
二
号
　
二

〇
二
五
年
一
月

老
川
慶
喜
「〈
書
評
〉
武
田
尚
子
著
『
箱
根
の
開
発
と
渋
沢
栄
一
』」
史

学
会
『
史
学
雑
誌
』
第
一
三
四
編
第
一
号
　
二
〇
二
五
年
一
月

沢
井
実
「〈
書
評
〉
阿
部
武
司
著
『
日
本
綿
業
史
：
徳
川
期
か
ら
日
中

開
戦
ま
で
』」
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
『
経
済
史
研

究
』
第
二
八
号
　
二
〇
二
五
年
一
月

長
廣
利
崇
「〈
書
評
〉
新
鞍
拓
生
著
『
九
州
の
企
業
家
麻
生
太
吉
の
産

業
統
治
』」
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
『
経
済
史
研
究
』

第
二
八
号
　
二
〇
二
五
年
一
月

鈴
木
貴
宇
「「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
諸
君
」
の
群
像
：
一
九
五
〇
年
代
か
ら

六
〇
年
代
に
か
け
て
の
「
労
働
者
像
」
に
関
す
る
考
察
試
論
」
法
政

大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
七

九
六
号
　
二
〇
二
五
年
二
月

中
西
聡
「
近
代
日
本
の
関
西
地
域
に
お
け
る
企
業
家
活
動
と
同
族
団
・

家
連
合
」
慶
應
義
塾
経
済
学
会
『
三
田
学
会
雑
誌
』
第
一
一
七
巻
第

三
号
　
二
〇
二
五
年
二
月

出
雲
勇
一
郎
「
戦
前
期
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
西
岸
に
お
け
る
現
地
日
系
商

社
と
横
浜
正
金
銀
行
：
堂
本
誉
之
進
と
北
米
貿
易
株
式
会
社
を
中
心

に
」
企
業
家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
企
業
家
研
究
』
第
二
五
号
　
二
〇

二
五
年
二
月

柴
田
善
雅
「
海
南
島
占
領
地
に
お
け
る
銀
行
業
の
活
動
」
大
東
文
化
大

学
『
大
東
文
化
大
学
紀
要
　
社
会
科
学
』
第
六
三
号
　
二
〇
二
五
年

二
月

橋
口
勝
利
「
近
代
名
古
屋
の
形
成
と
矢
田
績
：
慶
應
義
塾
と
三
井
銀

行
」
慶
応
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
『
近
代
日
本
研
究
』
第
四
一
号   

二
〇
二
五
年
二
月
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稲
塚
広
美
「
世
界
遺
産
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」：SO

Y-

E
U

X
 D

E
ST

IN
S 

絹
が
結
ぶ
縁
」『
産
業
遺
産
の
社
会
史
：
日
本
と

フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
・
文
化
・
課
題
』
青
弓
社
　
二
〇
二
五
年
二
月

嶋
﨑
尚
子
「
石
炭
産
業
の
最
終
局
面
で
の
労
働
者
・
家
族
・
地
域
：
社

会
学
研
究
の
源
泉
と
し
て
の
産
業
遺
産
」『
産
業
遺
産
の
社
会
史
：

日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
・
文
化
・
課
題
』
青
弓
社
　
二
〇
二
五
年

二
月

武
田
晴
人
「
ア
ー
カ
イ
ブ
の
窓
か
ら
考
え
る
産
業
遺
産
」『
産
業
遺
産

の
社
会
史
：
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
・
文
化
・
課
題
』
青
弓
社
　

二
〇
二
五
年
二
月

中
村
尚
史
「
鉄
道
記
念
物
と
産
業
遺
産
：
文
化
財
保
護
を
め
ぐ
る
企
業

の
社
会
的
責
任
を
中
心
に
」『
産
業
遺
産
の
社
会
史
：
日
本
と
フ
ラ

ン
ス
の
歴
史
・
文
化
・
課
題
』
青
弓
社
　
二
〇
二
五
年
二
月

大
島
久
幸
・
結
城
武
延
「
分
系
会
社
の
設
立
・
自
立
化
と
意
思
決
定
過

程
：
三
菱
商
事
に
お
け
る
取
締
役
会
議
事
録
の
分
析
」
三
菱
経
済
研

究
所
『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
二
六
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

中
村
尚
史
「
明
治
期
鉄
道
企
業
と
大
株
主
の
監
視
行
動
：
三
菱
・
岩
崎

家
と
日
本
鉄
道
株
式
会
社
」
三
菱
経
済
研
究
所
『
三
菱
史
料
館
論

集
』
第
二
六
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

粕
谷
誠
「
戦
間
期
日
本
の
債
券
発
行
と
引
受
：
三
菱
系
金
融
機
関
の
引

受
に
言
及
し
て
」
三
菱
経
済
研
究
所
『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
二
六

号
　
二
〇
二
五
年
三
月

兒
玉
州
平
「
日
中
戦
争
勃
発
前
後
に
お
け
る
耀
華
機
器
玻
璃
股
份
有
限

公
司
の
経
営
」
三
菱
経
済
研
究
所
『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
二
六
号   

二
〇
二
五
年
三
月

中
西
僚
太
郎
「
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
内
地
と
中

国
・
台
湾
を
結
ぶ
定
期
航
路
」
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
ビ
ジ
ネ

ス
科
学
学
術
院
人
文
社
会
科
学
研
究
群
人
文
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
歴

史
・
人
類
学
サ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
歴
史
人
類
』
第
五
三
号
　
二
〇
二

五
年
三
月

チ
ェ
ル
シ
ー
・
セ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ダ
ー
「
忘
却
へ
の
抵
抗
：
イ
タ
リ
ア

の
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
に
お
け
る
周
縁
か
ら
集

合
的
記
憶
ま
で
」
青
山
学
院
大
学
経
済
研
究
所
『
経
済
研
究
』
第
一

七
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

清
水
憲
一
「
産
業
遺
産
「
初
代
門
司
駅
関
連
遺
跡
」
の
歴
史
的
評
価
」

産
業
遺
産
学
会
『
産
業
遺
産
学
会
誌
』
第
一
六
二
号
　
二
〇
二
五
年

三
月

鹿
野
嘉
昭
「
両
大
戦
間
期
に
お
け
る
地
方
銀
行
経
営
：
日
銀
考
査
資
料

に
よ
る
分
析
」
同
志
社
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
論
叢
』
第
七
六
巻

第
四
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

東
村
篤
「
伊
勢
商
人
か
ら
広
報
の
原
風
景
を
探
る
」
四
日
市
大
学
学
会

『
四
日
市
大
学
論
集
』
第
三
七
巻
第
二
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

徳
永
彩
子
・
所
吉
彦
「
女
性
管
理
職
の
一
皮
む
け
た
経
験
：
岩
田
屋
三

越
の
事
例
研
究
」
熊
本
学
園
大
学
商
学
会
『
熊
本
学
園
商
学
論
集
』
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第
二
九
巻
第
二
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

久
保
文
克
「
国
策
性
事
業
を
め
ぐ
る
糖
業
連
合
会
内
の
利
害
調
整
：
無

水
酒
精
生
産
の
肩
替
を
中
心
に
」
中
央
大
学
商
学
研
究
会
『
商
学
論

纂
』
第
六
六
巻
第
五
・
六
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

鳥
巢
京
一
「
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
電
気
事
業
：
千
原
文
書
を
中
心
と

し
て
」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ
ー

史
研
究
』
第
四
〇
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

宮
地
英
敏
「
閉
山
後
の
雄
別
炭
礦
か
ら
の
労
働
移
動
に
つ
い
て
の
分

析
」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史

研
究
』
第
四
〇
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

草
野
真
樹
「〈
書
評
〉
畠
中
茂
朗
『
明
治
日
本
の
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
：
旧
長
州
藩
士
が
担
っ
た
地
方
の
産
業
化
と
近
代
企
業

の
創
成
』」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル

ギ
ー
史
研
究
』
第
四
〇
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

市
川
大
祐
「
愛
知
県
に
お
け
る
大
豆
粕
肥
料
供
給
の
展
開
」
政
治
経
済

学
・
経
済
史
学
会
『
歴
史
と
経
済
』
第
六
七
巻
第
三
号
　
二
〇
二
五

年
四
月

禹
宗
杬
「
ス
ト
ラ
イ
キ
の
現
代
的
意
義
と
課
題
：
日
本
の
歴
史
と
実
態

を
ふ
ま
え
て
」
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
日
本
労
働
研
究
雑

誌
』
第
七
七
八
号
　
二
〇
二
五
年
四
月

島
西
智
輝
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
ス
ト
と
労
使
関
係
：
石
炭
産
業
の
事

例
」
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
第
七
七

八
号
　
二
〇
二
五
年
四
月

河
原
林
直
人
「〈
書
評
〉
平
井
健
介
著
『
日
本
統
治
下
の
台
湾
：
開

発
・
植
民
地
主
義
・
主
体
性
』」
日
本
史
研
究
会
『
日
本
史
研
究
』

第
七
五
三
号
　
二
〇
二
五
年
五
月

浅
井
良
夫
「〈
書
評
〉
迎
由
理
男
著
『
戦
前
期
都
市
銀
行
史
研
究
：
安

田
銀
行
を
中
心
に
』」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
九

一
巻
第
一
号
　
二
〇
二
五
年
五
月

平
将
志
「〈
書
評
〉
細
井
勇
・
城
島
泰
伸
編
著
『
筑
豊
の
生
活
保
護
と

キ
リ
ス
ト
教
：「
制
度
」
か
「
人
間
」
か
を
め
ぐ
る
運
動
史
』」
社
会

経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
九
一
巻
第
一
号
　
二
〇
二
五
年

五
月

木
山
実
「〈
書
評
〉
岡
崎
哲
二
・
大
石
直
樹
編
『
戦
前
期
日
本
の
総
合

商
社
：
三
井
物
産
と
三
菱
商
事
の
組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』」
経
営

史
学
会
『
経
営
史
学
』
第
六
〇
巻
第
一
号
　
二
〇
二
五
年
六
月

福
本
寛
「〈
書
評
〉
嶋
﨑
尚
子
・
中
澤
秀
雄
・
島
西
智
輝
・
清
水
拓
・

張
龍
龍
・
笠
原
良
太
著
『
台
湾
炭
鉱
の
職
場
史
：
鉱
工
が
語
る
も
う

一
つ
の
台
湾
』」
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
大
原
社
会
問

題
研
究
所
雑
誌
』
第
八
〇
一
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

新
鞍
拓
生
「
日
清
戦
後
の
石
炭
の
市
場
拡
大
と
筑
豊
炭
鉱
の
産
出
量
」

西
日
本
文
化
協
会
『
西
日
本
文
化
』
第
五
一
五
号
　
二
〇
二
五
年
七

月
畠
中
茂
朗
「
貝
島
炭
礦
の
華
北
占
領
地
進
出
：
創
業
か
ら
昭
和
戦
前
期
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ま
で
の
歩
み
と
中
国
に
お
け
る
事
業
展
開
」
西
日
本
文
化
協
会
『
西

日
本
文
化
』
第
五
一
五
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

木
庭
俊
彦
「
田
川
炭
鉱
に
お
け
る
緊
急
増
産
」
西
日
本
文
化
協
会
『
西

日
本
文
化
』
第
五
一
五
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

沖
一
郎
「
昭
和
の
記
憶 

戦
後
編
（
一
）
私
と
炭
鉱 

そ
し
て
母
た
ち
の

闘
争
」
西
日
本
文
化
協
会
『
西
日
本
文
化
』
第
五
一
五
号
　
二
〇
二

五
年
七
月

岡
部
る
い
「
風
景
画
家 

江
上
茂
雄
が
生
き
た
街 

大
牟
田
、
そ
し
て
荒

尾
」
西
日
本
文
化
協
会
『
西
日
本
文
化
』
第
五
一
五
号
　
二
〇
二
五

年
七
月

小
野
浩
「
九
州
と
鉄
道
（
四
）
高
度
成
長
期
の
九
州
地
方
に
お
け
る

「
民
鉄
」
の
廃
止
」
西
日
本
文
化
協
会
『
西
日
本
文
化
』
第
五
一
五

号
　
二
〇
二
五
年
七
月

阿
部
武
司
「
企
業
家
の
日
記
に
つ
い
て
」
企
業
家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
企
業
家
研
究
』
第
二
六
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

福
田
真
人
「
明
治
後
期
住
友
銀
行
に
お
け
る
貸
出
業
務
と
「
割
引
手

形
」：
動
産
・
債
権
担
保
融
資
や
信
用
調
査
に
着
目
し
て
」
住
友
史

料
館
『
住
友
史
料
館
報
』
第
五
六
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

牧
知
宏
「
戦
前
の
博
覧
会
に
お
け
る
「
住
友
館
」
に
つ
い
て
」
住
友
史

料
館
『
住
友
史
料
館
報
』
第
五
六
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

沢
井
実
「
産
学
連
携
の
原
点
：
住
友
と
東
北
帝
国
大
学
金
属
材
料
研
究

所
」
住
友
史
料
館
『
住
友
史
料
館
報
』
第
五
六
号
　
二
〇
二
五
年
七

月
大
賀
健
介
「
住
友
本
社
に
よ
る
山
本
住
宅
地
の
分
譲
」
住
友
史
料
館

『
住
友
史
料
館
報
』
第
五
六
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

渡
邊
純
子
「
戦
時
期
満
州
に
お
け
る
住
友
の
事
業
」
住
友
史
料
館
『
住

友
史
料
館
報
』
第
五
六
号
　
二
〇
二
五
年
七
月

関
野
満
夫
「
昭
和
初
期
日
本
の
戦
争
・
軍
備
拡
張
と
国
家
財
政
」
中
央

大
学
経
済
学
研
究
会
『
経
済
学
論
纂
』
第
六
六
巻
第
一
・
二
号
　
二

〇
二
五
年
七
月

鹿
野
嘉
昭
「
再
考
：
戦
前
期
に
お
け
る
銀
行
貸
出
の
特
徴
と
し
て
の
機

関
銀
行
と
株
式
担
保
金
融
：
日
銀
考
査
資
料
に
基
づ
く
分
析
」
同
志

社
大
学
経
済
学
会
『
経
済
学
論
叢
』
第
七
七
巻
第
一
号
　
二
〇
二
五

年
七
月

寺
本
敬
子
「
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
日
仏
交
流
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
歴

史
学
研
究
』
績
文
堂
出
版
　
第
一
〇
六
四
号
　
二
〇
二
五
年
八
月

中
林
真
幸
「〈
書
評
〉
濱
口
桂
一
郎
著
『
賃
金
と
は
何
か
』：
職
務
給
の

蹉
跌
と
所
属
給
の
呪
縛
」
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
日
本
労
働

研
究
雑
誌
』
第
七
八
二
号
　
二
〇
二
五
年
八
月

平
井
直
樹
「
明
治
期
に
お
け
る
綿
糸
紡
績
工
場
建
設
の
技
術
移
転
：
大

阪
紡
績
会
社
の
工
場
建
設
に
お
け
る
英
国
企
業
と
三
井
物
産
の
役
割

を
中
心
に
」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経
済
史
学
』
第
九
一
巻
第
二

号
　
二
〇
二
五
年
八
月

結
城
武
延
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
紡
績
会
社
の
経
営
戦
略
と
工
場
経
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営
：
鐘
紡
に
お
け
る
武
藤
山
治
の
組
織
設
計
」
社
会
経
済
史
学
会

『
社
会
経
済
史
学
』
第
九
一
巻
第
二
号
　
二
〇
二
五
年
八
月

阿
部
武
司
「
船
場
八
社
の
形
成
と
展
開
」
社
会
経
済
史
学
会
『
社
会
経

済
史
学
』
第
九
一
巻
第
二
号
　
二
〇
二
五
年
八
月

藤
原
樹
「
昭
和
戦
前
期
日
本
の
対
イ
ラ
ク
政
策
」
歴
史
学
研
究
会
編

『
歴
史
学
研
究
』
績
文
堂
出
版
　
第
一
〇
六
五
号
　
二
〇
二
五
年
九

月
町
田
明
広
「
渋
沢
栄
一
と
井
上
馨
：
幻
の
井
上
内
閣
の
実
相
」
渋
沢
栄

一
記
念
財
団
『
青
淵
』
第
九
一
九
号
　
二
〇
二
五
年
一
〇
月

吉
田
ま
す
み
「
船
舶
改
善
助
成
施
設
の
成
立
と
三
井
物
産
」『
三
井
文

庫
論
叢
』
第
五
九
号
　
二
〇
二
五
年
一
二
月

小
杉
亮
介
「
両
大
戦
間
期
三
井
物
産
と
子
会
社
に
よ
る
飼
料
取
引
の
構

造
：
鶏
卵
・
飼
料
の
取
引
の
連
携
に
着
目
し
て
」『
三
井
文
庫
論

叢
』
第
五
九
号
　
二
〇
二
五
年
一
二
月

〈
そ
の
他
〉

九
州
大
学
記
録
資
料
館
編
『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
　
第
四
六
輯
』
九
州

大
学
記
録
資
料
館
　
二
〇
二
四
年
一
一
月

杉
村
久
子
著
・
石
原
佳
子
編
『
杉
村
久
子
日
記
：
明
治
四
十
四
年
か
ら

大
正
元
年
（
二
）』
大
阪
市
史
編
纂
所
編
『
大
阪
市
史
史
料
』
大
阪

市
史
料
調
査
会
　
第
九
六
輯
　
二
〇
二
四
年
一
二
月

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
渋
沢
史
料
館
編
『
渋
沢
栄
一
と
喜
賓
会
：
明
治
時

代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
』
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
渋
沢
史
料
館
　
二
〇
二

五
年
二
月

日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
「
子
々
孫
々
ま
で
事
業
を
続
け
る
三
井

的
経
営
が
語
る
も
の
：
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
」
日
本
フ
ィ
ラ
ン

ソ
ロ
ピ
ー
協
会
『
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー =

 Philanthropy

』
通
巻

二
八
三
号
　
二
〇
二
五
年
二
月

九
州
大
学
記
録
資
料
館
編
『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
　
第
四
七
輯
』
九
州

大
学
記
録
資
料
館
　
二
〇
二
五
年
三
月

清
水
実
「〈
史
料
紹
介
〉『
高
祐
日
記
』
に
見
る
文
化
関
係
史
料
：
三
井

高
祐
と
表
千
家
と
の
交
流
を
中
心
に
（
一
）：
寛
政
十
一
年
（
一
七

九
九
）
～
享
和
四
年
・
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）」
三
井
記
念
美
術

館
『
三
井
美
術
文
化
史
論
集
』
第
一
八
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

尾
崎
文
雄
「
美
術
館
、
作
品
、
空
間
、
展
示
、
光
：
三
井
記
念
美
術
館

の
照
明
改
修
工
事
で
の
取
り
組
み
を
交
え
て
」
三
井
記
念
美
術
館

『
三
井
美
術
文
化
史
論
集
』
第
一
八
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

平
野
祐
子
「〈
報
告
〉「
藩
札
か
ら
近
代
紙
幣
へ
：
渋
沢
栄
一
、
新
壱
万

円
札
の
顔
と
な
る
！
」
に
お
け
る
〈
つ
た
え
る
〉〈
つ
な
が
る
〉〈
つ

く
る
〉
試
み
」『
企
画
展
「
渋
沢
栄
一
肖
像
展
Ⅱ
」
関
連
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
〈
つ
た
え
る
〉〈
つ
な
が
る
〉〈
つ
く
る
〉
博
物
館
の
活
動
記
録

集
』
渋
沢
史
料
館
　
二
〇
二
五
年
三
月

加
藤
健
太
「〈
資
料
紹
介
〉
戦
時
期
に
お
け
る
昭
和
鉱
業
の
株
主
総

会
：『
昭
和
鉱
業
株
式
会
社
株
主
総
会
資
料
綴
』
の
紹
介
」
九
州
大
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学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
第
四

〇
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

平
将
志
「〈
資
料
紹
介
〉
田
川
市
役
所
『
失
業
対
策
事
業
の
実
態
に
つ

い
て
』」
九
州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ

ー
史
研
究
』
第
四
〇
号
　
二
〇
二
五
年
三
月

松
阪
市
産
業
文
化
部
文
化
課
郷
土
資
料
室
編
『
松
阪
市
下
村
町
中
村
家

三
井
関
連
史
料
調
査
報
告
書
』
松
阪
市
　
二
〇
二
五
年
三
月

富
岡
市
編
『
富
岡
製
糸
場
解
説
マ
ニ
ュ
ア
ル
：
富
岡
製
糸
場
の
歴
史
と

価
値
　
二
〇
二
四
改
訂
版
』
富
岡
市
　
二
〇
二
五
年
三
月

下
向
井
紀
彦
「〈
史
料
紹
介
〉
京
両
替
店
別
宅
手
代
・
林
与
七
の
活
動

記
録
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
五
九
号
　
二
〇
二
五
年
一
二
月

吉
川
容
「〈
史
料
紹
介
〉
三
井
物
産
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
店
旧
蔵
の
本

店
取
締
役
発
信
文
書
：
一
九
二
九
～
一
九
三
一
年
」『
三
井
文
庫
論

叢
』
第
五
九
号
　
二
〇
二
五
年
一
二
月

〈
補
遺
〉

青
山
学
院
一
五
〇
年
史
編
纂
本
部
・
編
纂
委
員
会
・
青
山
学
院
大
学
附

置
青
山
学
院
史
研
究
所
編
『
青
山
學
院
一
五
〇
年
史
　
通
史
編
一
』

青
山
学
院
　
二
〇
二
三
年
三
月

上
山
和
雄
・
内
山
京
子
・
中
澤
惠
子
編
『
久
邇
宮
家
関
係
書
簡
集
：
近

代
皇
族
と
家
令
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
二
四
年
三
月

出
版
文
化
社
編
『
三
井
化
学
二
五
年
史
　
沿
革
編
』
三
井
化
学
　
二
〇

二
四
年
四
月

出
版
文
化
社
編
『
三
井
化
学
二
五
年
史
　
前
史
編
』
三
井
化
学
　
二
〇

二
四
年
四
月

出
版
文
化
社
編
『
三
井
化
学
二
五
年
史
　
資
料
編
』
三
井
化
学
　
二
〇

二
四
年
四
月

三
井
金
属
鉱
業
編
『
三
井
金
属
一
五
〇
周
年
記
念
誌
』
三
井
金
属
鉱
業   

二
〇
二
四
年
九
月

水
田
丞
『
幕
末
明
治
初
期
の
洋
式
産
業
施
設
と
グ
ラ
バ
ー
商
会
：
一
九

世
紀
の
国
際
社
会
に
お
け
る
技
術
移
転
と
イ
ギ
リ
ス
商
人
を
め
ぐ
る

建
築
史
的
考
察
』
九
州
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
七
年
三
月

武
田
晴
人
『
日
本
経
済
の
発
展
と
財
閥
本
社
：
持
株
会
社
と
内
部
資
本

市
場
』
東
京
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
〇
年
二
月

呉
偉
華
『
近
世
大
坂
の
御
用
宿
と
都
市
社
会
』
清
文
堂
出
版
　
二
〇
二

三
年
一
一
月

末
永
國
紀
『
近
江
商
人
の
経
営
と
理
念
：
三
方
よ
し
精
神
の
系
譜
』
清

文
堂
出
版
　
二
〇
二
三
年
一
二
月

田
嶋
信
雄
『
ド
イ
ツ
外
交
と
東
ア
ジ
ア
：
一
八
九
〇
―
一
九
四
五
』
千

倉
書
房
　
二
〇
二
四
年
三
月

川
﨑
博
『
応
挙
の
日
記
：
天
明
八
年
〜
寛
政
二
年
：
制
作
と
画
料
の
記

録
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
二
四
年
六
月

平
井
健
介
『
日
本
統
治
下
の
台
湾
：
開
発
・
植
民
地
主
義
・
主
体
性
』

名
古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
四
年
六
月



326

森
田
弘
美
『
資
本
の
性
格
と
地
域
制
度
：
富
山
・
新
潟
・
福
島
の
近
代

電
力
産
業
に
関
す
る
比
較
分
析
』
日
本
経
済
評
論
社
　
二
〇
二
四
年

七
月

河
西
棟
馬
『「
後
進
国
」
日
本
の
研
究
開
発
：
電
気
通
信
工
学
・
技

師
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
四
年
八
月

杉
山
伸
也
『
近
代
日
本
の
「
情
報
革
命
」』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
　

二
〇
二
四
年
八
月

前
田
和
男
『
炭
鉱
の
唄
た
ち
：
炭
坑
節
か
ら
プ
ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ
、
そ

し
て
流
行
歌
ま
で
』
ポ
ッ
ト
出
版
プ
ラ
ス
　
二
〇
二
四
年
八
月

武
田
晴
人
『
日
本
帝
国
主
義
の
経
済
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
　
二
〇

二
四
年
一
〇
月

吉
井
文
美
『
日
本
の
中
国
占
領
地
支
配
：
イ
ギ
リ
ス
権
益
と
の
攻
防
と

在
来
秩
序
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
四
年
一
〇
月

藤
井
典
子
『
徳
川
期
の
銭
貨
流
通
：
貨
幣
経
済
を
生
き
た
人
々
』
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
　
二
〇
二
四
年
一
〇
月

近
代
租
税
史
研
究
会
編
『
近
代
日
本
の
租
税
と
社
会
（
近
代
租
税
史
論

集
・
三
）』
有
志
舎
　
二
〇
二
四
年
一
〇
月

平
良
聡
弘
「〈
新
刊
図
書
紹
介
〉
萬
代
悠
著
『
三
井
大
坂
両
替
店
：
銀

行
業
の
先
駆
け
、
そ
の
技
術
と
挑
戦
』」
大
阪
市
史
編
纂
所
・
大
阪

市
史
料
調
査
会
『
大
阪
の
歴
史
』
第
九
六
号
　
二
〇
二
四
年
九
月

清
水
裕
介
「
渋
沢
栄
一
の
栄
典
と
そ
の
相
対
的
位
置
：
功
績
書
の
分

析
・
比
較
を
通
じ
て
」
渋
沢
史
料
館
『
渋
沢
史
料
館
年
報
　
二
〇
二

一
年
度
』
二
〇
二
三
年
三
月

森
田
貴
子
「
益
田
孝 

近
代
日
本
の
貿
易
の
先
駆
者
」
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
』
第
三
四
号
　
二
〇
二
三
年
一

〇
月

島
西
智
輝
「
東
ア
ジ
ア
石
炭
産
業
の
合
理
化
と
日
本
：
日
台
間
技
術
移

転
の
事
例
」
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
七

七
巻
第
三
号
　
二
〇
二
四
年
三
月

清
水
裕
介
「「
日
本
の
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ル
ド
・
マ
ン
」
に
関
す
る
一

考
察
：
渋
沢
栄
一
を
中
心
に
」
渋
沢
史
料
館
『
渋
沢
史
料
館
年
報
　

二
〇
二
二
年
度
』
二
〇
二
四
年
三
月

青
木
洋
「
総
動
員
試
験
研
究
令
に
つ
い
て
：
日
本
の
科
学
技
術
動
員
再

考
」
横
浜
経
営
学
会
『
横
浜
経
営
研
究
』
第
四
五
巻
第
一
号
　
二
〇

二
四
年
六
月

疋
田
康
行
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
時
「
南
方
」
進
出
日
系
企
業
リ
ス
ト

の
再
構
成
（
上
）」
立
教
大
学
経
済
学
研
究
会
『
立
教
経
済
学
研

究
』
第
七
八
巻
第
一
号
　
二
〇
二
四
年
七
月

松
本
和
明
「〈
書
評
〉
武
田
尚
子
著
『
箱
根
の
開
発
と
渋
沢
栄
一
』」
鉄

道
史
学
会
『
鉄
道
史
学
』
第
四
二
号
　
二
〇
二
四
年
九
月

武
居
奈
緒
子
「〈
書
評
〉
岡
崎
哲
二
・
大
石
直
樹
編
『
戦
前
期
日
本
の

総
合
商
社
：
三
井
物
産
と
三
菱
商
事
の
組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』」

政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
『
歴
史
と
経
済
』
第
六
七
巻
第
一
号
　

二
〇
二
四
年
一
〇
月
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佐
藤
秀
昭
「〈
書
評
〉
武
田
晴
人
著
『
事
件
か
ら
読
み
と
く
日
本
企
業

史
』」
政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会
『
歴
史
と
経
済
』
第
六
七
巻
第

一
号
　
二
〇
二
四
年
一
〇
月

田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
編
『
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
館
長
講

座
記
録
集
三
　
炭
坑
の
語
り
部
三
：
平
成
二
二
年
度
「
炭
坑
の
語
り

部
」
の
記
録
』
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月

青
野
誠
「
文
庫
の
森
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
確
認
調
査
報
告
」
品
川
区

教
育
委
員
会
『
品
川
区
文
化
財
調
査
報
告
書
　
令
和
五
年
度
』
二
〇

二
四
年
三
月
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三
井
文
庫
の
刊
行
物
案
内

三
井
文
庫
所
蔵
史
料
目
録
（
既
刊
分
の
み
）

①
『
一
件
書
類
目
録
（
京
本
店
等
原
所
蔵
分
）』�

三
四
〇
〇
円

②
『
主
要
帳
簿
目
録
（
京
本
店
等
作
成
分
）』�

二
四
〇
〇
円

③
『
主
要
帳
簿
目
録
（
江
戸
本
店
、
大
坂
本
店
等
作
成
分
）』

�

三
三
〇
〇
円

④
『
主
要
帳
簿
目
録
（
京
両
替
店
等
作
成
分
）』�

二
〇
〇
〇
円

⑤
『
主
要
帳
簿
目
録
（
江
戸
両
替
店
等
作
成
分
）』�

一
七
〇
〇
円

⑥
『
主
要
帳
簿
目
録
（
大
坂
両
替
店
等
作
成
分
）』�

二
三
〇
〇
円

⑦
『
主
要
帳
簿
目
録
（
河
内
新
田
会
所
等
作
成
分
）』�

八
〇
〇
円

⑧
『
主
要
帳
簿
目
録
（
大
元
方
等
作
成
分
）』�

一
六
〇
〇
円

⑨
『
一
件
書
類
目
録
（
京
・
江
戸
・
大
坂
両
替
店
等
原
所
蔵
分
）』

�
二
一
〇
〇
円

⑩
『
一
件
書
類
目
録
（
大
元
方
原
所
蔵
分
一
）』�
一
四
〇
〇
円

⑪
『
一
件
書
類
目
録
（
大
元
方
原
所
蔵
分
二
）』�

一
三
〇
〇
円

⑫
『
式
目
類
目
録
（
原
所
蔵
者
別
）』�

一
一
〇
〇
円

⑬
『
一
件
書
類
目
録
（
補
遺
）』�

一
四
〇
〇
円

三
井
事
業
史
（
二
〇
〇
一
年
全
巻
完
結
）

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
一
巻
』　
　
一
二
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
二
巻
』　
　
一
二
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
三
巻
上
』　
　
九
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
三
巻
中
』　
二
一
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
本
篇
第
三
巻
下
』　
二
五
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
一
』　
　
　
一
一
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
二
』　
　
　
　
七
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
三
』　
　
　
　
七
五
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
四
上
』　
　
　
九
〇
〇
〇
円

『
三
井
事
業
史
　
資
料
篇
四
下
』　
　
　
　
　（
品
切
）

三
井
文
庫
論
叢

在
庫
・
頒
価
に
つ
い
て
は
、
三
井
文
庫
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
二
〇
二
三
年
四
月
よ
り
、
掲
載
記
事
の
一
部
に
つ
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の

公
開
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
公
開
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
三
井
文
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

以
上
の
三
井
文
庫
刊
行
物
の
購
入
は
、
三
井
文
庫
へ
直
接
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
価
格
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降
の
新
価
格
（
本
体
価
格
）。

『
史
料
が
語
る
三
井
の
あ
ゆ
み
―
越
後
屋
か
ら
三
井
財
閥
―
』

発
売
は
吉
川
弘
文
館
。
定
価
一
六
〇
〇
円
（
税
別
）。

本
書
は
全
国
書
店
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。
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新
規
公
開
資
料
に
つ
い
て

二
〇
二
五
年
五
月
八
日
よ
り
左
記
資
料
を
公
開
し
た
。

三
井
物
産
沿
革
史
資
料
　
請
求
記
号
「
物
産
沿
」
六
〇
～
九
一
、
九
六

�

～
一
〇
一
、
二
〇
一
～
二
〇
三

本
資
料
群
は
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
よ
り
編
纂
が
開
始
さ
れ
た

も
の
の
途
中
で
中
断
さ
れ
た
『
三
井
物
産
沿
革
史
（
稿
本
）』
と
そ
の

関
連
資
料
か
ら
な
り
、
こ
れ
ま
で
五
九
点
を
公
開
し
て
き
た
が
、
新
た

に
四
三
点
を
新
規
公
開
し
た
。
社
内
外
の
往
復
状
、
日
誌
、
写
真
ア
ル

バ
ム
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

参
考
図
書
　�「
木
村
卯
兵
衛
家
文
書
・
中
村
八
郎
兵
衛
家
文
書
」

�

Ｂ
二
〇
六
―
二
〇
五
―
一
～
五
八

　
　
　
　「
堀
孫
太
郎
家
文
書
」�

Ｂ
二
〇
六
―
二
〇
七
―
一
～
四
四

　
　
　
　�「
京
都
井
筒
屋
（
岡
田
家
）
文
書
」

�

Ｂ
二
〇
六
―
二
一
一
―
一
～
八
一

　
　
　
　�「
大
蔵
省
出
納
司
金
穀
出
納
関
係
書
類
」

�

Ｂ
六
五
〇
―
一
二
一
―
二
六

三
井
文
庫
が
購
入
し
た
資
料
等
を
登
録
し
た
参
考
図
書
群
か
ら
四
つ

の
文
書
群
を
新
規
公
開
し
た
。
木
村
卯
兵
衛
家
は
宝
暦
年
間
以
来
の
西

陣
織
の
老
舗
で
、
本
文
書
群
は
明
治
期
の
も
の
で
あ
る
。
中
村
八
郎
兵

衛
文
書
は
木
村
卯
兵
衛
文
書
の
付
属
資
料
で
あ
る
、
堀
孫
左
衛
門
（
後
、

堀
孫
太
郎
）
は
三
井
家
の
別
家
で
、
京
糸
店
勤
務
の
の
ち
大
阪
両
替
店

に
移
籍
（
加
判
名
代
）、
そ
の
後
は
大
元
方
に
加
わ
っ
た
。
本
文
書
は

書
状
が
中
心
で
、
三
井
の
奉
公
人
や
同
族
に
関
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

京
都
井
筒
屋
（
岡
田
家
）
は
小
野
善
助
家
の
別
家
で
、
本
文
書
は
岡
田

金
兵
衛
・
岡
田
金
作
に
関
す
る
幕
末
維
新
期
の
資
料
が
中
心
だ
が
、
小

野
家
の
帳
簿
や
小
野
組
の
最
末
期
の
状
況
を
う
か
が
え
る
も
の
も
あ
る
。

大
蔵
省
出
納
司
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
大
蔵
省
内
に
設
置
さ
れ

た
金
穀
出
納
機
関
で
、
本
文
書
に
は
安
政
期
か
ら
明
治
三
年
ま
で
の
資

料
が
含
ま
れ
る
。

二
〇
二
五
年
十
二
月
一
日
よ
り
左
記
資
料
を
公
開
し
た
。

井
上
侯
爵
家
よ
り
交
付
書
類
　
請
求
記
号
「
井
交
」
四
八
九
～
四
九
九

本
資
料
群
は
三
井
家
顧
問
で
あ
っ
た
井
上
馨
が
所
蔵
し
て
い
た
書
類

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
四
九
〇
点
を
公
開
し
て
き
た
が
、
新
た
に
一
一
点

を
新
規
公
開
し
た
。
既
公
開
資
料
の
原
本
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

い
ず
れ
の
資
料
も
検
索
は
所
蔵
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ま
た
は
閲
覧
室

備
付
の
目
録
で
行
い
、
一
部
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
り
閲
覧
に
供
す
る

も
の
と
す
る
。
な
お
、
所
蔵
史
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
近
日
中
に
新
た
な

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。





役
　
員

理
事
長�

北
　
山
　
禎
　
介

副
理
事
長�

飯
　
島
　
彰
　
己

副
理
事
長�

岩
　
沙
　
弘
　
道

常
務
理
事

文
庫
長

�

武
　
田
　
晴
　
人

理
事
　
　
　
　
　
　
　

三
井
記
念
美
術
館
館
長

�

清
　
水
　
眞
　
澄

理
　
事
　
赤
　
沼
　
宇
　
子

理
　
事
　
石
　
井
　
寛
　
治

理
　
事
　
粕
　
谷
　
　
　
誠

理
　
事
　
齋
　
藤
　
　
　
修

理
　
事
　
鈴
　
木
　
良
　
隆

理
　
事
　
細

谷

敏

幸

理
　
事
　
三
井
八
郎
右
衞
門

監
　
事
　
橋
　
本
　
　
　
勝

監
　
事
　
笠

田

朋

宏

評
議
員

	

三
　
井
　
長
　
生

	

江

頭

敏

明

	

岡
　
　
　
良
　
一

	

加

來

正

年

	

角

井

　

博

	

梶

浦

卓

一

	

木

村

道

夫

	
河

野

元

昭

	
古
　
賀
　
博
　
文

	

近

藤

雅

之

	

佐
　
々
　
木
　
卓

	

座
　
間
　
　
　
康

	

仙

田

貞

雄

	

淡
　
輪
　
　
　
敏

	

綱
　
川
　
　
　
智

日

覺

昭

廣

野
　
沢
　
　
　
徹

則

久

芳

行

古

谷

　

稔

松

尾

敏

夫

満

岡

次

郎

宮

本

又

郎

武

藤

光

一

吉

髙

紳

介

公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫

�

定
価
　
本
体
四
、〇
〇
〇
円
（
税
別
）

二
〇
二
五
年
一
二
月
一
六
日
発
行

三
井
文
庫
論
叢
第
五
九
号

編
集
兼

発
行
人
　
公
益
財
団
法
人
　
三
井
文
庫

�

代
表
者
　
武
田
晴
人

発
行
所
　
公
益
財
団
法
人
　
三
井
文
庫

東
京
都
中
野
区
上
高
田
五
丁
目
一
六
番
一
号

郵
便
番
号�

一
六
四
―〇
〇
〇
二

電
話
〇
三（
三
三
八
七
）九
四
三
一（
代
表
）

フ
ァ
ッ
ク
ス
〇
三（
三
三
八
七
）九
四
三
二

振
替
口
座
〇
〇
一
一
〇
―
五
―
三
一
一
六
六

�

印
刷
・
株
式
会
社
三
秀
舎
　


